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研究成果の概要（和文）：市井の人々が日常生活の中で生成する，自身の居住地域に関する「地域記憶」の蓄積
と世代間の循環（記憶の継承）を目的に，VRを用いたオーラルヒストリーのデジタルアーカイブのプロトタイプ
を構築した．公共図書館で提供できるレベルの，特別の技術や高価な設備を必要としない仕組みとして，360度
カメラ等を用いた撮影システムを組むと共に，同システムを用いて最大4名が地域の思い出を語り合う様子を撮
影し，視聴者がその場にいるかのような没入感で映像を視聴できるVRコンテンツを簡便に作成するワークフロー
を示すことで，コミュニティの記憶をデジタルアーカイブ化する方法を実証的に提示した．

研究成果の概要（英文）：We have built a prototype of a VR-based oral history digital archive to 
accumulate and intergenerational circulation (passing on memories) of "community memories" generated
 in daily life about the community where people live. As a system that can be provided at public 
libraries, it was designed to allow up to four people to capture video footage of themselves 
discussing local memories without requiring skilled technology or expensive equipment. A workflow 
for easily creating VR content was demonstrated, and a method for digitally archiving community 
memories was empirically presented.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行事例において仮想現実(VR)，人工知能（AI），自然言語処理（NLP）を組み合わせた「記憶」のデジタルア
ーカイブ化が既に実践されているが，その対象は戦争や災害のような特別の経験にかぎられている．本研究は，
居住地域に関する，ありふれているがその地域と時代に固有の「記憶」を語り継ぐ仕組みとして，特別の技術や
高価な機材を用いずに，市民の語りを臨場感・没入感が高いVRコンテンツとして記録するプロトタイプシステム
を構築した．これにより，公共図書館等が地域住民によるオーラルヒストリーのデジタルアーカイブを作成する
ことが実現可能であることを示した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
少子高齢化は福祉や経済の問題と捉えられる事が多いが，急速に進行する少子高齢化はそれ
ぞれの地域に固有の知識や記憶の継承をも阻害する。地域が有する知識や記憶の継承は地域の
アイデンティティの維持につながる重要な課題である。知識や記憶の継承を目的とする代表的
なプロジェクトに，証言映像と当時の地図等の関連情報とを組み合わせて提供する「NHK 戦争証
言アーカイブス」や「ヒロシマ・アーカイブ」がある。これらは戦争という極めて重大かつ特異
な事象を対象にした記憶の収集や保存であるが，ごく普通の地域における集合知や日常知，言う
なれば市井の人々の日常生活に関する記憶である「地域記憶」の保存・伝承もまた，少子高齢化
が進展する日本社会において地域を維持し発展させるためには喫緊の課題である。 
 すでに海外では図書館が市井の人々のオーラルヒストリーを収集し，提供する取組みが展開
されている。例えば 2003 年に始まった米国議会図書館アメリカ民俗センターのオーラルヒスト
リー収集プロジェクト StoryCorps では，各地に録音ブースを設置してプロジェクト参加者自ら
が語りを録音することにより，すでに約 65,000 件の語りがウェブ上で公開されている。韓国・
坡州市中央図書館は 2017 年 3 月に「急速な都市化のなかで消えていく日常生活のオーラルヒス
トリーを収集するプロジェクト」を発足させ，市民が中心となってオーラルヒストリーを収集し，
図書館が保存・公開する活動を開始している。すなわち，情報の収集・保存・提供組織である公
共図書館のサービスとして，地域記憶の保存・収集・提供が世界で取組まれ始めている。 
しかし，これらの取組みを公共図書館の新たなサービスとして実装していく上で，三つの課題
がある。第一に「地域が有する知識や記憶」は世代間でどう異なるか。同じ地域に住んでいても，
世代が違うと体験していることも異なっているため，地域記憶は異なっているであろう。本研究
が目指す「記憶の継承」とは，異なる世代がお互いの地域記憶を交換することによって，自らが
持つ地域記憶を豊かに育てるという循環的なものである。例えば，若者による地域記憶は，高齢
者の地域記憶とどのように異なるかを明らかにするとともに，それは高齢者の地域記憶をどの
ように変容させるかが第二の問いとなる。すなわち，第二の課題は，他世代の知識や記憶からど
のような影響を受けるかを明らかにすることである。さらに，第三の課題となるのが，他世代の
知識や記憶から受ける影響を最大化するための「提供形式」改善である。記憶の循環を促進する
ためには，蓄積した「語り」が多くの人に利用される必要がある。国内外を問わず従来のアーカ
イブスにおける提供形式は，収集した語りを最初から最後まで丸ごと聞いてもらう形式であり，
これは利用者の視点からは最善とは言い難い。そのため，利用者が求める「語り」を発見できる
検索機能を提供すること，「語り」の臨場感や没入感を向上させること，関連する動画や静止画
さらには VR 動画を併せて提示することでコンテンツの魅力と他世代に与える効果を改善するよ
うな技術開発を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究は，市井の人々が日常生活の中で蓄積していく集合知や日常知である「地域記憶」を対
象として，高齢者世代と若者世代の両者が有する地域記憶を収集し，それらを世代間で効果的に
伝達できるシステムを開発することを目指す。 
 従来の映像や音声のアーカイブ化研究では，保存を目的とするアーカイブ化に主眼が置かれ
ていたが，本研究では収集した地域記憶の提供と利用に焦点を当てる点に独自性がある。収集・
保存された地域記憶を有効利用するためには，公共図書館が地域記憶を収集・保存できる簡易な
システムを構築するとともに，これらの地域記憶にアクセスする際に，利用者が自然に自分の望
む「語り」を発見でき，かつ「語り」を補完する関連情報を同時に提供することで記憶の継承が
効果的に行えるシステムを構築することが不可欠である。すでに東日本大震災のガイドツアー
では VR ゴーグルを装着して被災直後の景色を体験する試みが見られるが，オーラルヒストリー
の「語り」と VRによる体験を関連付けたシステムはまだ構築されていない。 
 
３．研究の方法 
本研究では，高齢者や若者が持つ地域記憶を収集するとともに VR によって他世代に伝達・提
供するデジタルアーカイブのプロトタイプを実装することを目的とした。具体的には次の三つ
のプロジェクトから構成した。 
 
第一プロジェクト：高齢者および若者の「地域記憶」の収集 
 既存の大規模オーラルヒストリー・アーカイブの調査を行い，従来のシステムが持つ課題を明
らかにする。その課題を踏まえた上で，特定の地域（つくば市）在住の高齢者と若者を対象とし
た地域記憶の収集（インタビューの実施と録画）を行う。 
 
第二プロジェクト：「地域記憶」に対するアクセシビリティの向上 
 第一プロジェクトで収集した地域記憶をテキスト化し，そのテキストデータに対してユーザ
の記憶内容に関連した資料をアーカイブから効率的に検索し，かつ検索結果を理解しやすいよ



うに要約して提供する検索システムの構築を行う。 
 
第三プロジェクト：VR 技術を用いた「地域記憶」の提供 
 第一プロジェクトで収集した「地域記憶」データについて，第二プロジェクトによるトランス
クリプトや関連画像を組み合わせて視聴者が理解しやすい形で提供する方法を検討する。 
 
４．研究成果 
市井の人々が日常生活の中で生成する，自身の居住地域に関する「地域記憶」の蓄積と世代間
の循環を目的に，VR を用いたオーラルヒストリーのデジタルアーカイブのプロトタイプを構築
した。2020 年からの COVID-19 感染症流行により高齢者を対象とするインタビューの大規模実施
が困難となったため，限定的に実施したインタビューの映像を使用したプロトタイプの実装に
フォーカスする形で計画を部分的に変更した。 
 
先行システムの調査 
オーラルヒストリーの収集プロジェクトの大半は，ユタ州立大学図書館の Special 
Collections and Archives のような学術図書館で持続的に行われているが，公共図書館がその
試みから完全に外れているわけではない。公共図書館の中には，オーラルヒストリーの要素を持
つことの重要性に言及しているところもある。 
近年，ICT の発達により，専門家でなくても比較的容易に市民のオーラルヒストリーのデジタ
ルアーカイブの構築に参加できるようになり，すでに公共図書館でいくつかのコレクションが
構築されている。このようなデジタルアーカイブの開発者の一人である渡邉[1]は，広島アーカ
イブにおいてオーラルヒストリーのコレクションが ICT を用いて"Oral Landscape"として展示
されていることを紹介している。カナダのブリティッシュコロンビア州のバンクーバー公共図
書館（VPL）による地域記憶の共有プロジェクト「This Vancouver」[2]も，オーラルヒストリー
と ICT を組み合わせた例で，バンクーバー市の地図上にそれぞれ記録されたストーリーが表示
されるようになっている。梅崎[3]は大阪労働アーカイブと共同で，労働者のオーラルヒストリ
ー・アーカイブを研究している。彼は，オーラルヒストリー・アーカイブにおける映像の重要性
と，専門家でない場合の撮影のポイントについて論じている。 
バーチャルリアリティや人工知能，自然言語処理など，より高度な ICT に着目したオーラルヒ
ストリーのアーカイブ化に関する研究プロジェクトでは，来館者や視聴者に歴史上の人物との
対話を体験してもらうことを目標に掲げている。例えば，1990 年代初頭，リチャード・ニクソ
ン大統領図書館・博物館で行われた「Ask the President」プロジェクトがある。このプロジェ
クトでは，来館者はニクソン大統領に「インタビュー」することができた[4]。本研究開始直後
に公表された，南カリフォルニア大学ショアー財団による"New Dimensions in Testimony"は，
このプロジェクトの延長線上にあると考えられる。その目的は，ホロコーストの生存者について
のリアルでインタラクティブな対話システムを作ることである[5]。 
既存の映像・音声アーカイブは保存に主眼が置かれているが，本研究は収集した地域の記憶の
提供・活用に主眼を置いた，ユーザーオリエンテッド／フレンドリーなシステムを目的としてい
る。このようなシステムの実現に不可欠な要素を明らかにするため，比較的規模の大きな公開ア
ーカイブである "New Dimensions in Testimony", "StoryCorps", "Hiroshima Archive" を①
臨場感・没入感，②検索機能，③関連情報提供の 3 つの視点で評価した。その結果，"New 
Dimensions in Testimony"については臨場感や没入感の面で非常に優れているが，ユーザーが
好きなように質問できるという仕掛けと引き換えに，生存者一人一人の語りの全容にはアクセ
スできず，一人の話をじっくり聞きたいという利用者のニーズには応えられない。StoryCorps は
話者の写真やイラストレーションなどの静止画を見ながら音声を再生する体験であるため，臨
場感や没入感は低い。また，市民の語りをアーカイブしているだけで，話の内容に関連する情報
は提供されていない。ヒロシマ・アーカイブは，原爆被爆者の証言を収集したアーカイブである。
インタビューでのやり取りをそのまま収録しているため，臨場感がある。しかし，音声と静止画
のみの提供であり没入感が低い。また，一人あたり 40～60 分に及ぶ録音は音声のみで提供され
内容を検索することができない。また，写真以外の関連情報は提供されていない。 
 
プロトタイプシステム 
既存アーカイブの分析を参考に，簡単に実装できるユーザーフレンドリーなプロトタイプシ
ステムを開発した。提案システムの利点は，(1)VR の利用による臨場感・没入感の向上，(2)発
話から抽出されたキーワードにもとづいて，関連画像等のリソースを表示させることの２点に
ある。 
プロトタイプシステムの全体的なワークフローを図 1に示す。まず，VR撮影用カメラ（Insta 
360 Pro）と話者毎にピンマイクを用意した。図 2の座席配置は，話者，モデレータ，カメラを
五角形に配置し，VR コンテンツを見る人がカメラ位置で議論に参加しているように感じられる
効果を狙っている。カメラ正面には後から映像を埋め込むことができるようクロマキー合成用
のグリーンバックを設置した（図 2参照）。第 2ステップでは，モデレータを進行役に，地域の
思い出についての自由な語りを収録した。実際の収録では，休憩無しに 1時間から 2時間程度を
連続して収録した。第 3ステップでは，録音からテキストへの文字起こしを行った。第 4ステッ



プでは，トランスクリプトを品詞タグ付け，エンティティ，キーフレーズ，およびセンチメント
ラベルを含む一連の AIベースの API（例：Azure Cognitive Services）によってアノテーショ
ンする。第 5 ステップにおいて抽出されたエンティティが画像検索のクエリとして検索エンジ
ンに送信され，関連画像を検索する。第 6ステップでは，動画にトランスクリプトを表示する吹
き出しを追加したり検索した関連画像を合成する編集を加える。最後に，視聴者がヘッドマウン
トディスプレイ（HMD）を使って没入型 VR動画を視聴する。 
図 3は，検索された画像と吹き出しの両方を埋め込んだ VR コンテンツから切り出した画像で
ある。住んでいる地域が違ったり世代が異なったりすることで話題のイメージが掴みにくい視
聴者のために，映像情報を補足することで理解の促進を狙った。 
図 4には，動画編集から視聴までのプロセスを示した。撮影に通常の 360 度カメラを用いた場
合，複数のレンズで撮影した映像を合成して 360 度表示を実現するが，隣り合ったレンズの映像
の重なりを解消し，継ぎ目のない 1つの映像コンテンツにするのが「スティッチング」という工
程である。次に，検索した関連画像とトランスクリプトの吹き出しを追加し，最終的に動画形式
（mp4）に出力する。スティッチングには Insta 360 Stitcher を，画像の追加編集と動画出力は
Adobe Premiere Pro を用いた。出力された動画は HMD で見ることができる。外から視聴状況を
モニタリングすることが難しいという HMD 特有の問題を軽減するため，HMD で視聴者が見ている
映像をミラーリングするモニターを別に用意した。 
VR 動画の評価のため，VR ゴーグルと連動したアイトラッキングデータを動画上に合成表示す
るツールを導入した。このツールによって，動画視聴者の注視点の範囲や遷移を動的に捉えるこ
とができ，どのような VR表現が効果的かを検討できることを示した。 
 

図 1 プロトタイプシステムの全体プロセス 
 

図 2 カメラレイアウト（左）とサンプル生写真（右）。 
 

 
図 3 関連画像と発話の吹き出しを合成した画像 

 
 

図 4 動画編集のプロセスと本研究で使用したソフトウェア／ハードウェア 



従来のアーカイブは，ユーザーが選んだ語り（5〜15 分程度）を最初から最後まで聴いたり見
たりすることを前提に作られている。StoryCorps のようにかなり凝ったアーカイブもあるが，
使い勝手が良いとは言い難い。しかし，地域記憶をより効果的な形で提供するためには，利用者
が見たいものを見たいように見られることが必要である。そのため，本研究では収集したすべて
の語りのトランスクリプトを作成するとともにアノテーションを施し，ユーザーの求める語り
を正確に探せるデータを作成した。さらに，プロトタイプでは汎用のウェブ検索エンジンを使っ
て，アノテーションから関連画像を収集することを試みた。この技術を応用し，アーカイブズや
図書館資料を使って，閲覧・学習体験の質を向上させることが期待される。 
最後に，プロトタイプのために地域記憶に関する語りを記録・収集した経験から，以下の教訓
を得ることができた。まず，話者の配置には，話者の人数，座席の配置，カメラの位置などを含
み，十分な考慮が必要である。本研究では話者が 1 人の場合から 3 人の場合までをテストした
が，場合毎にモデレータとのダイナミクスが変わるため，ナラティブも様々である。複数の話者
での収録では，その発言に感情がこもっている場面がより多くなった。また，カメラの位置も試
行錯誤の結果，視聴者が会話に参加しているような感覚を得ることができる配置として，図 2の
配置にたどり着いた。これらのデザインは，さらに検討を加える必要があるが，没入感を伴うデ
ジタルアーカイブ作成のための，良い出発点であると思われる。 
 
本研究は，公共図書館のように専門的な知識や映像を記録／提供する技術を持たない施設に
おいても持続可能な地域記憶のアーカイブシステムのプロトタイプを提案した。今後は，より多
様な参加者による収録を蓄積するとともに，地域の図書館でのフィールドテストを行い，提案す
るシステムの実現性を検証し，地域記憶を共有するためのベストプラクティスを探ることが必
要である。 
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